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オンバッテリ大容量化による影響分析と対策の提言を行う． 
第5章では，第4章の結果を反映し，中型の量産ハイブリッド車・プラグインハイブリッド車・
電気自動車において，車内空調使用および電源構成（2008 年から 2030 年まで）を考慮した国内
におけるライフサイクルCO2排出量予測を行い，CO2排出量が最小となる電動化自動車の普及時
期の提言を行う． 
第 6 章では，電気自動車用リチウムイオンバッテリの家庭用定置型蓄電池（ESS）への転用及
び運用時の環境分析を実施する．ここでは，家庭用太陽光発電とESSとの併用を前提とし，太陽
光発電の出力抑制も新たに考慮することで，CO2排出量の低減が可能となる使用環境を明確にす
る． 
第7章では，次世代の超低粘度エンジンオイルによる車両運用及び保守時CO2排出量の削減効
果と費用分析を実施する．詳細には，鉱油系エンジンオイル及び化学合成系エンジンオイルの両
方を考慮し，低粘度化及びオイル交換インターバル長期化による車両ライフサイクルCO2排出量
削減効果の推計を行い，CO2排出量低減に優れる次世代潤滑油の開発指針の提言を行う．合わせ
て，エンジンオイルに関する費用分析から，超低粘度エンジンオイルの費用対効果を明らかにす
る． 
第8章では，第7章までに得られた結果を総合的に考察する．国内におけるCO2排出量が最小
となる電動化自動車の普及時期について，将来の技術進化を踏まえた考察も行う．一方，次世代
潤滑油については，エンジンオイル及びトランスミッションフルードの総合的な考察を行い，機
能部品としての将来競争力と開発課題の考察を行う． 
第9章では，本稿の結論及び今後の展望を述べる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
